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志
村
喬への
想い
を
ひ
とつに

私
は
、生
野
の
新
し
い
産
業
開
拓
を
主
な
目
的
の
ひ
とつ

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。し
か
し
生
野
を
知
る
う
ち
に
、

既
に
多
く
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
生
野
の
魅
力
を
支
え
、発
信

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。志
村
喬
記
念
館
の

方
々
も
、生
野
に
し
か
な
い
魅
力
を
大
切
に
守
り
、伝
え
て

い
る
方
々
で
し
た
。あ
る
日
、記
念
館
の
方
に「
今
年
は
志
村

喬
の
生
誕
１
１
０
年
な
の
だ
け
れ
ど
、生
ま
れ
故
郷
の
生

野
で
も
お
祝
い
を
し
た
い（
東
京
で
志
村
喬
生
誕
１
１
０
年

の
記
念
展
示
が
開
催
さ
れ
て
い
る
）。し
か
し
私
た
ち
は
、想

い
は
あ
る
け
れ
ど
、実
行
す
る
体
力
が
な
い
。今
村
さ
ん
、

生
野
で
も
何
か
で
き
な
い
か
な
？
」と
相
談
さ
れ
た
の
で
す
。

「
志
村
喬
」は
、今
後
も
世
界
中
で
ファン
を
生
み
続
け
る
黒

澤
映
画
に
多
く
出
演
し
た
名
優
で
あ
り
、世
界
に
も
通
用

す
る
生
野
の
魅
力
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。な
ん
と

か
力
に
な
り
た
い
と
思
い
、朝
来
市
や
朝
来
市
フ
ィ
ル
ムコ

ミッション
、生
野
文
化
協
会
の
協
力
も
い
た
だ
き
、「
志
村

喬
生
誕
１
１
０
年
展
」を
企
画
す
る
運
び
と
なった
の
で
す
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
生
野
に
来
る
ま
で
、私
は「
志
村
喬
」

の
名
前
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、展
示
の
準
備
を

進
め
る
に
あ
た
り
、神
戸
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
自
叙
伝
や
、

奥
さ
ん
の
政
子
さ
ん
が
書
か
れ
た
本
、親
し
い
友
人
で
あっ

ま

さ

こ

た
澤
地
久
枝
さ
ん
が
書
か
れ
た
本
を
読
み
、志
村
さ
ん
の

さ

わ

ち

ひ

さ

え

生
き
ざ
ま
に
深
く
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。明
治
の
終

わ
り
に
生
ま
れ
、激
動
の
昭
和
を
生
き
た
志
村
さ
ん
の
生

涯
を
知
る
こ
と
は
、仕
事
に
対
す
る「
真
剣
勝
負
」の
哲
学
に

触
れ
る
と
共
に
、映
画
文
化
の
活
力
あ
る
変
遷
を
学
ぶ
こ

と
で
も
あ
り
ま
し
た
。プロ
と
し
て「
志
村
喬
」を
一
途
に
生

い

ち

ず

今村
い ま む ら

未
み

希隊員
き

朝来市地域おこし協力隊

志
村
喬
生
誕
年
展
110110

郷
土
が
生
ん
だ
名
優
を
顕
彰

こ
の
催
し
は
、市
と
生
野
文
化
協

会
、志
村
喬
記
念
館
、朝
来
市
フ
ィ
ル

し

む

ら

た
か
し

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
組
織
す
る「
志
村
喬

生
誕
１
１
０
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
」の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た「
朝
来
市
旧

生
野
鉱
山
職
員
宿
舎（
甲
社
宅
）・

志
村
喬
記
念
館
」で
は
、志
村
喬
が

生
野
で
過
ご
し
た
幼
少
時
代
を
振
り

返
る
展
示
や
、黒
澤
明
監
督
作
品
を

く
ろ
さ
わ
あ
き
ら

は
じ
め
多
く
の
映
画
に
出
演
し
た
記

録
を
紹
介
。ま
た
、志
村
喬
に
縁
の
あ

る
人
た
ち
や
、多
く
の
映
画
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
展
示
す
る「
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド

展
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

月
３
日
に
は
、口
銀
谷

１１

銀
山
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
、

「
志
村
喬
を
知
る
」を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。約

人
の
皆
さ
ん

２０

が
参
加
し
、「
生
き
る
」や「
七
人
の

侍
」な
ど
の
名
シ
ー
ン
を
鑑
賞
し
た
ほ

か
、志
村
喬
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
想

い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、

月

日
、生
野
マ
イ

１０

３１

ン
ホ
ー
ル
で
の
映
画
上
映
会
で
は
、志

村
喬
主
演
の「
男
あ
り
て
」や
、黒
澤

明
監
督
の
弟
子
・
小
泉
堯
史
監
督
で
、

こ

い

ず

み

た

か

し

志
村
喬
を
尊
敬
す
る
俳
優
の
岡
田

お

か

だ

准
一
さ
ん
が
出
演
し
た「

じ
ゅ
ん
い
ち

蜩
ひ
ぐ
ら
し

ノ
記
」の

き

２
作
品
が
上
映
さ
れ
、多
く
の
人
た

ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、会
期
中
、

生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
で
は
、

志
村
喬
が
生
き
た
、明
治
・
大
正
・
昭

和
の
生
野
の
様
子
が
記
さ
れ
た
写

真
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
展
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

生野町出身で、日本を代表する映画俳優である志村喬。
今年はその生誕から110年の節目にあたることから、郷土
が生んだ名優を顕彰し、魅力を発信することを目的に、10
月31日から11月８日までの期間、「志村喬生誕110年
展」が開催されました。

常
設
に
加
え
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
な
資
料
も
展
示
。（
志
村
喬
記
念
館
）

志
村
喬
へ
の
想
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
口
銀
谷
銀
山
町
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）
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き
る
と
い
う
こ
と
、夫
そ
し
て
友
人
と
し
て「
島
崎
捷
爾（
本

し

ま

ざ

き

し

ょ

う

じ

名
）」を
愛
情
豊
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
。展
示
で
は
、志

村
さ
ん
の
魅
力
が
十
分
伝
わ
る
よ
う
、志
村
さ
ん
自
身
の

言
葉
や
政
子
さ
ん
、澤
地
さ
ん
の
言
葉
そ
の
も
の
を
使
用

し
、ご
本
人
た
ち
か
ら
直
接
語
り
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う

な
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。と
て
も
あ
り
が
た
いこ
と
に
、

記
念
館
の
方
々
に
気
に
入って
い
た
だ
き
、常
設
展
示
で
も

展
示
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
企
画
は
、多
く
の
方
々
の
協
力
無
し
で
は
実

現
不
可
能
で
し
た
。記
念
館
の
方
々
を
始
め
市
内
に
限
ら

ず
、映
画
関
係
者
の
方
々
か
ら
も
温
か
い
支
援
も
い
た
だ
き
、

志
村
さ
ん
は
時
代
を
超
え
て
大
切
に
さ
れ
る
方
で
あ
り
、

今
回
の
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、本
当
に
光
栄
だ
と

思って
い
ま
す
。今
後
は
、日
本
だ
け
で
な
く
世
界
か
ら
も

フ
ァン
が
訪
れ
る「
志
村
喬
記
念
館
」を
目
ざ
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

バースデーカードからあふれる想い
宇治紘三さん
う じ こ う ぞ う

（志村喬記念館館長・生野４区）

期間中、多くの方が来てくださりまし
た。黒澤映画や志村喬に詳しい方も来
てくださったのですが、一番印象に
残っているのは、「岡田准一は知ってい
るけれど、志村喬を全く知らない」とい
う大学生グループのお客さまです。展
示の概要を一通り案内し、「じっくり見て

きます」と見に行かれました。その後、帰ってきてひとこと「感動しま
した」、バースデーカード展で書いたバースデーカードを持ち「帰っ
たらDVDを借りて見たいと思います。」と言ってくれました。生きた
時代は違えど、志村さんの魅力はしっかりと伝わっていくのだな、
ととても嬉しく思いました。
個人的には、９号棟の「志村喬に贈るバースデーカード展」がお

気に入りの企画です。志村さんに想いがある方々から、想像を超
えた内容のバースデーカードを贈っていただきました。さまざまな
方の志村さんへの想いを知ることができるとても良い企画だと思
います。ぜひとも今後も続けていきたいと思います。

志村喬の偉大さに触れました
大島 豊さん
お お し ま ゆたか

（甲社宅運営委員・生野４区）

大勢のお客さんが来ていただいて本
当に良かったと思います。しかし、私自
身が知らないことが多かったことから、
今回の展示に携わり、今後もっと勉強を
していきたいと思いました。ひとつの映
画を撮るのに細かな役作りへの勉強を
されていて、その積み重ねが名優・志村

喬につながったのだなと、志村さんの偉大さが今になって分かりまし
た。また、今回、瞬く間に広がるメディアの威力を感じました。今後も、
メディアを通じて発信していけたら良いなと思います。

これからも魅力を伝え続けたい
岩井敏之さん
い わ い と し ゆ き

（甲社宅運営委員・生野４区）

私の家は志村喬記念館の隣にあるの
に、これまでは志村さんのことを多く知り
ませんでした。しかし、記念館の運営に
携わり始めると、自分の想像以上に有
名な方であることが分かりました。最近
では、志村さんを慕う高倉健さんや岡
田准一さんにつながり、それぞれのファ

ンの方々が記念館に訪れています。今回の展示では、志村さんの親
族の方にも、「寡黙な人だと思っていたけれど、そうではない新しい
側面を知ることができた」と、喜んでいただきました。個人的には、奥
さんの政子さんとのエピソードを記した展示が好きで、志村さんの
人間的魅力が存分に伝わります。今後は、さまざまな資料があるの
で、テーマを絞った展示などをしていければと思います。

志村喬生誕110年展

志村喬 本名：島崎捷爾
し ま ざ き し ょ う じ

明治38年（1905）3月12日～昭和57年（1982）２月11日
父が生野鉱山の冶金技師で、生野町口銀谷の生野

や き ん

鉱山官舎（現・朝来市旧生野鉱山職員宿舎）で幼少時
代を過ごしました。
大学生時代に役者への道を目ざし、舞台演劇などを

経験した後、昭和９年に映画に初出演。昭和１８年には
黒澤明監督と出会い、「醉いどれ天使」「生きる」「七人
の侍」など多くの名作に出演し、存在感ある演技は海外
でも高い評価を得るなど、日本を代表する名優です。

（写真・「男ありて」昭和30年公開）

朝来市旧生野鉱山職員宿舎志村喬記念館
（口銀谷）

生野銀山に赴任した官吏や技師がかつて暮らした宿
舎で、志村喬もこの地で生まれました。平成２２年９月
に、復元・修復し、観光施設としてよみがえりました。
◎入館無料
◎開館時間
午前９時～午後５時
（入館は午後４時３０分まで）
◎休館日
月曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始
☎（670）5005
http://asago-net.jp/users/kousyataku/
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ま
ち
づ
く
り
定
住
促
進
事
業

【
利
子
補
給
制
度
】

住
宅
取
得
費
用
の
借
入
金（
住
宅
ロ
ー
ン
等
）に
対
す
る
補
助

▽
補
助
対
象
者

◎
平
成

年
１
月
１
日
か
ら

年

月

日
ま
で
の
間
に
市

２２

２６

１２

３１

内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
人

※
世
帯
の
年
間
総
所
得
合
計
が
１
千
２
０
０
万
円
以
下

◎
平
成

年
１
月
１
日
現
在
、当
該
住
宅
所
在
地
で
住
民

２８

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人

▽
補
助
対
象
外

◎
す
で
に
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
人
が
建
て
替
え
、新
築
し
た

場
合

◎
購
入
住
宅
で
築

年
以
上
の
住
宅

ほ
か

１０

▽
補
助
期
間

◎
５
年
以
内

※
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
た
年
度
か
ら
５
年
を
限
度

▽
補
助
金
額

◎
平
成

年

月

日
現
在
の
借
入
金
残
高
の
１
％

２７

１２

３１

▽
補
助
金
額
の
限
度

◎
５
万
円（
た
だ
し
、世
帯
主
等
が

歳
未
満
も
し
く
は
義

４０

務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は

万
円
）

１０

▽
申
請
に
必
要
な
書
類

◎
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
分
）

※
平
成

年
１
月
中
に
発
行
さ
れ
た
も
の

２８

◎
平
成

年
度
分
市
税
納
税
証
明
書（
有
所
得
者
全
員
）

２６

◎
平
成

年
度（
平
成

年
分
）所
得
証
明
書（
有
所
得
者

２７

２６

全
員
）

◎
平
成

年

月

日
現
在
借
入
金
残
高
証
明
書

２７

１２

３１

◎
登
記
簿
謄
本（
土
地
と
建
物
）

※
今
年
度
初
め
て
申
請
す
る
場
合

【
家
賃
助
成
制
度
】

ア
パ
ー
ト
等
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
に
対
す
る
補
助

▽
補
助
対
象
者

◎
平
成

年
１
月
１
日
か
ら

年

月

日
ま
で
の
間
に
市

２２

２６

１２

３１

内
の
民
間
賃
貸
住
宅（
家
賃
５
万
円
以
上（
共
益
費
、
駐
車

料
は
除
く
））に
居
住
す
る
転
入
世
帯
ま
た
は
婚
姻
等
に
よ
る

新
世
帯

※
世
帯
の
年
間
総
所
得
合
計
が
６
０
０
万
円
以
下

◎
平
成

年
１
月
１
日
現
在
、当
該
住
宅
所
在
地
で
住
民

２８

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人

▽
補
助
対
象
外

◎
単
身
入
居
者

◎
法
人
等
の
契
約
し
て
い
る
賃
貸
住
宅

ほ
か

▽
補
助
の
期
間

◎
５
年
以
内

※
居
住
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
年
か
ら
５
年
を
限
度

▽
補
助
基
準
・
補
助
金
額

▽
申
請
に
必
要
な
書
類

◎
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
分
）

※
平
成

年
１
月
中
に
発
行
さ
れ
た
も
の

２８

◎
平
成

年
度
分
市
税
納
税
証
明
書（
有
所
得
者
全
員
）

２６

◎
平
成

年
度
（
平
成

年
分
）所
得
証
明
書（
有
所
得
者

２７

２６

全
員
）

◎
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

※
今
年
度
初
め
て
申
請
す
る
、ま
た
は
前
年
度
に
こ
の
補
助

金
を
受
け
今
年
度
中
に
家
賃
月
額
が
変
更
し
た
場
合

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

転
入
者
住
宅
建
設
等
対
策
事
業

▽
補
助
対
象
者

◎
平
成

年
４
月
１
日
か
ら

年

月

日
ま
で
の
間
に
市

１７

２６

１２

３１

内
に
住
宅
を
新
築
、ま
た
は
購
入
し
た
市
外
か
ら
の
転
入
世

帯※
世
帯
の
年
間
総
所
得
合
計
が
１
千
２
０
０
万
円
以
下

◎
平
成

年
１
月
１
日
現
在
、当
該
住
宅
所
在
地
で
住
民

２８

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人

▽
補
助
対
象
外

◎
既
に
住
宅
を
所
有
し
た
人
が
建
て
替
え
、新
築
を
し
た
場

合

世

帯

総

所

得

家

賃

月

額

補

助

額
（

年

間

）

５００万円

未満

５万円以上

６万円未満
３０，０００円

６万円以上６０，０００円

５００万円

以上

６００万円

未満

５万円以上

６万円未満
１８，０００円

６万円以上３６，０００円

住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
ま
ち

住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
ま
ち
へへ

▼
申
請
受
付
期
間

平
成

年
１
月
４
日

～

日

２８

（月）

２９

（金）

▼
申
請
場
所

あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課

※
補
助
制
度
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
補
助
要
件
等
が
あ
り

ま
す
。今
年
度
初
め
て
申
請
す
る
人
は
、申
請
書
の
提
出

前
に
必
ず
事
前
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

市
は
、人
口
の
増
加
と
定
住

促
進
を
目
的
に
、市
内
で
新
し
く

住
宅
を
取
得
し
た
人
、市
内
で

新
し
く
民
間
賃
貸
住
宅
へ
入
居

し
た
人
を
対
象
に
、補
助
制
度
の

申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課

☎（
６
７
２
）１
４
９
２
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◎
転
入
前
３
年
以
内
に
朝
来
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い

人

ほ
か

▽
補
助
回
数

◎
１
回

▽
補
助
金
額

◎
建
築
、購
入
費
の
５
％

▽
補
助
金
額
の
限
度

◎

万
円（
た
だ
し
、世
帯
主
等
が

歳
未
満
、も
し
く
は
義

２５

４０

務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は

万
円
）

５０

▽
申
請
に
必
要
な
書
類

◎
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
分
）

※
平
成

年
１
月
中
に
発
行
さ
れ
た
も
の

２８

◎
平
成

年
度
分
市
税
納
税
証
明
書（
有
所
得
者
全
員
）

２６

◎
平
成

年
度（
平
成

年
分
）
所
得
証
明
書（
有
所
得
者

２７

２６

全
員
）

◎
登
記
簿
謄
本
（
土
地
と
建
物
）

◎
新
築
ま
た
は
購
入
費
用
を
証
す
る
契
約
書
等（
契
約
書
、

請
求
書
、
領
収
書
の
写
し
）

◎
設
計
図
書
等（
付
近
見
取
り
図
・
配
置
図
・
平
面
図
・
立
面

図
・
詳
細
図
・
カ
ラ
ー
写
真
）

市教育委員会こども育成課は、平成２８年度に幼稚園・認定こども園・保育所（園）・学童クラブへの

入所（園）を希望する園児・乳幼児・児童の申込みを受け付けています。

【募集期間】

１２月２５日（金）まで

※認定こども園・保育所（園）は、年度途中に入所（園）予定

の人も、必ず申込みください。

※申請状況によっては、入所をお断りする場合があります。

【保育所（園）】

提出書類…入所申込書等一式を保育所（園）で、各自入手

してください

提出場所…該当保育所（園）、こども育成課

★枚田岡保育所についての新規募集は行いません

（平成２９年３月末で閉園予定のため）

【幼稚園】

提出書類…認定こども園を除く幼稚園の新規入園年齢該

当者には入園願など一式を郵送します

提出場所…該当幼稚園、こども育成課

◎利用する年度の４月１日時点で満３歳以上である

◎現に保育所（園）、認定こども園に入所（園）している

◎休日に保育を必要とする事由がある

《利用申込手続き》

①「申込用紙」（枚田みのり保育園にあります）を入手する

②利用日の２週間前までに枚田みのり保育園に申込用

紙を提出する

《その他》

◎利用に際して、必ず事前に枚田みのり保育園と相談を

行ってください。

◎給食の提供はありません、お弁当を持参してください。

◎利用時間の厳守をお願いします。

◎安全には十分留意して保育を行いますが、万一事故が

発生した場合、傷害保険の範囲内での保障とします。

【認定こども園】

提出書類…入所申込書等一式を認定こども園で、各自入

手してください。教育利用・保育利用がありますので、利用

形態によって選択してください。

提出場所…該当こども園、こども育成課

【学童クラブ】（小学６年生まで利用可能）

提出書類…学童クラブ用入所申込書等一式を学童クラブ

で、各自入手してください。

提出場所…該当学童クラブ、こども育成課

★療育が必要な児童は、学童クラブを利用いただくことがで

きません

★保育料等滞納のある人は利用できません

★照福放課後児童クラブについては、直接「照福こども園」へ

申込みください。

枚田みのり保育園（私立）では休日保育を実施しています

日曜・祝日に仕事等がある保護者の保育ニーズに対応す

るため、休日保育を実施しています。

《実施園》 私立「枚田みのり保育園」（枚田１６４９番地）

☎６７２－５５０４ FAX.６７２－５９５２

《開園日》 日曜日・祝日（１２月２９日～１月３日は休園）

※行事の都合等で日・祝日でも休園する場合

があります

《保育時間》 午前８時～午後４時

（時間外は利用できません）

《利用料金》２，５００円（１回あたり）

《対象児童（次の要件にすべて該当する児童）》

◎朝来市内に住所がある

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

※各申込書類は、こども育成課にもあります
■問い合わせ先 各施設または市教育委員会こども育成課（☎６７７－２１１３）

入所（園）希望者を募集します
平成２８年度

幼稚園・認定こども園・保育所（園）・学童クラブ

定
住
促
進
を
目
的
と
し
た

新
た
な
住
宅
補
助
制
度
へ
の
移
行
に
つ
い
て

◆
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
定
住
促
進
事
業（
利
子
補
給
制

度
・
家
賃
助
成
制
度
）と
転
入
者
住
宅
建
設
等
対
策
事

業
は
、平
成

年
１
月
中
に
申
請
す
る
人
ま
で
が
、こ
の

２８

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。そ
れ
以
降
に
住
宅
に
か
か

る
補
助
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、新
た
な
制
度

へ
移
行
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、こ
れ
ま
で
に
、ま
ち
づ
く
り
定
住
促
進
事
業

（
利
子
補
給
制
度
・
家
賃
助
成
制
度
）の
要
件
を
満
た
し
、

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、補
助
の
期
間
を

限
度
と
し
て
引
き
続
き
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
新
た
な
住
宅
補
助
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
、検

討
中
で
す
。
制
度
の
詳
細
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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来
年
６
月
末
の
完
成
に
向
け
市
が
取
り
組
ん

で
い
る「
新
庁
舎
建
設
工
事
」は
、
現
在
４
階
部

分
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
柱
や
壁
・
床
・

梁
な
ど
を
造
る

は
り

躯
体
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
年

く
た
い

内
に
は
最
上
階
で
あ
る
５
階
ま
で
立
ち
上
が
る

計
画
で
す
。

工
事
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
庁
舎
は
、来
庁
者
に
と
っ
て
便
利

で
わ
か
り
や
す
く
、業
務
効
率
等
を
勘

案
し
な
が
ら
、市
民
の
交
流
、情
報
発

信
の
場
な
ど
の
機
能
を
併
せ
持
つ
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

建
物
は
地
上
５
階
建
て
で
、１
階

に
市
民
課
な
ど
の
窓
口
部
門
、２
階
に

は
総
務
部
や
健
康
福
祉
部
、３
階
に

は
市
長
・
副
市
長
室
の
ほ
か
、市
長
公

室
を
、４
階
に
は
教
育
委
員
会
事
務

局
、５
階
に
は
議
会
事
務
局
を
配
置

し
ま
す
。

ま
た
、１
階
の
幅
７
㍍
、長
さ

㍍
３６

の
ロ
ビ
ー
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、そ
の
上
に
は
５
階
ま
で
通

じ
る
吹
き
抜
け
が
あ
り
、変
化
の
あ
る

空
間
と
し
て
い
ま
す
。

来来
年
６
月
末
の
完
成
へ
向
け
工
事
進

来
年
６
月
末
の
完
成
へ
向
け
工
事
進
むむ

朝
来
市
役
所
新
庁

朝
来
市
役
所
新
庁
舎舎
■
問
い
合
わ
せ
先

財
務
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
８

◇
地
下
埋
設
設
備
工
事
に
伴
う

駐
車
場
位
置の
変
更
について

地
下
に
設
置
す
る
雨
水
貯
留
槽
や
給
油
タ

ン
ク
、受
水
槽
の
設
備
工
事
の
た
め
、来
庁
者
駐

車
場
の
位
置
を
変
更
し
ま
す
。

現
在
は
、農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
東
側（
県
総

合
庁
舎
側
）と
し
て
い
ま
す
が
、来
年
１
月
か
ら

は
、本
庁
舎（
中
庁
舎
）
北
側
（
現
・
公
用
車
駐

車
場
）と
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

工事が進む新庁舎（１１月５日撮影）

新庁舎１階部分の完成予想図

広報朝朝朝来来来

平
成

年
度

27

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

開
催
し
ま
す

市
長
を
は
じ
め
市
職
員
が
各
地
域

に
出
向
き
、市
民
と
意
見
交
換
を
行
い
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
行
い
ま

す
。今

年
度
も
、地
域
自
治
協
議
会
の
協

力
で
市
内

会
場
で
、地
域
ご
と
の
課

１１

題
を
テ
ー
マ
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
対
象

朝
来
市
民
の
皆
さ
ん（
原
則

と
し
て
地
元
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
）

※
詳
し
い
時
間
や
会
場
に
つ
い
て
は
調

整
中
で
す
。決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
開
催
日
程（
予
定
）

自
治
協
名

い
く
の

奥
銀
谷

糸

井

大

蔵

和
田
山

東

河

竹

田

梁

瀬

粟

鹿

与
布
土

朝

来

日

程

平
成

年
３
月

日

２８

１５

（火）

平
成

年
３
月

日

２８

１０

（木）

平
成

年
１
月

日

２８

２３

（土）

月

日

１２

１５

（火）

平
成

年
１
月

日

２８

２２

（金）

平
成

年
２
月

日

２８

１９

（金）

平
成

年
２
月
７
日

２８

（日）

月

日

１２

１６

（水）

平
成

年
３
月
６
日

２８

（日）

月

日

１２

２３

（水）

３
月
開
催
で
調
整
中

時
間
帯

夜
間

夜
間

夜
間

夜
間

夜
間

夜
間

午
前

夜
間

午
前

午
後

未
定

■
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
３
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市市市政政フラッシフラッシュュ

ョ
ブ
サ
ポ
あ
さ
ご

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
と
連
携

ジジジ市
は
、

月
１
日
の「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
あ

１０

さ
ご
」（
朝
来
市
無
料
職
業
紹
介
所
）の

開
設
に
あ
わ
せ
、豊
岡
公
共
職
業
安
定

所
と
の
行
政
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、朝
来
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

を
希
望
す
る
学
生
や
既
卒
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て

就
業
支
援
を
行
う
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
一
層
の
定
住
促
進
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。ジ
ョ
ブ
サ
ポ
あ

さ
ご
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
が
、
登
録
を

行
っ
た
求
職
希
望
者
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、市
の
窓
口
で
就
業
と
住
居
の

情
報
を
一
括
し
て
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、移
住
・
定
住
の
促
進
が
図
ら

れ
ま
す
。詳
し
く
は
、［
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
あ
さ

ご（
経
済
振
興
課
内
）
☎（
６
７
２
）２

８
１
６
］ま
で
。

協定書を手にする多
た

次
じ

勝昭市長（左）と
か つ あ き

田渕
た ぶ ち

泰啓所長（右）
や す ひ ろ

来
市
特
産「
岩
津
ね
ぎ
」
今
年
も
解
禁

朝朝朝朝
来
市
特
産
の「
岩
津
ね
ぎ
」が
、１１

月

日
、今
シ
ー
ズ
ン
の
販
売
解
禁
を
迎

２３
え
ま
し
た
。

岩
津
ね
ぎ
の
販
売
期
間
は
、昨
シ
ー
ズ

ン
か
ら「

月

日
を
解
禁
日
、翌
年
３

１１

２３

月

日
を
出
荷
終
了
日
」と
固
定
化
し
、

２１
販
売
や
出
荷
計
画
を
立
て
や
す
く
す
る

と
と
も
に
、消
費
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
は

か
っ
て
き
ま
し
た
。

解
禁
日
と
な
っ
た

日
に
は
、市
内
の
道

２３

の
駅
や
直
売
所
な
ど
で
販
売
が
開
始
さ
れ
、

〝
初
物
〟を
目
当
て
に
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、道
の
駅
但
馬
の
ま
ほ

ろ
ば
で
は
、解
禁
を
祝
し
て
の
イ
ベ
ン
ト「
冬

の
ま
ほ
ろ
ば
祭
」を
開
催
。多
次

た

じ

勝
昭
市
長

か
つ
あ
き

に
よ
る
解
禁
宣
言
に
続
き
、特
価
で
の
即

売
が
行
わ
れ
、用
意
さ
れ
た
１
０
０
束
の

岩
津
ね
ぎ
は
瞬
く
間
に
完
売
し
ま
し
た
。寒さが増すにつれおいしさも増します

の
火
災
予
防
運
動
に
ち
な
み
消
防
訓
練
を
実
施

秋秋秋市
消
防
団
は
、南
但
消
防
本
部
な
ど

と
合
同
で
、山
東
、和
田
山
地
域
で
消

防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

月
１１

９
日
か
ら

日
に
か
け
て
全
国
で
実
施

１５

さ
れ
た「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」の
一
環

と
し
て
、地
域
住
民
の
防
火
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、万
が
一
の
火
災
な
ど
の

際
に
円
滑
な
連
携
を
と
り
、住
民
の
皆

さ
ん
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
う
ち
、山
東
支
団
は「
消
防
合

同
訓
練
」を

月
８
日
に
、小
谷
区
で

１１

行
い
ま
し
た
。訓
練
は
、山
東
支
団
の
団

員
、南
但
消
防
本
部
の
隊
員
、小
谷
区

の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

午
前
８
時「
山
火
事
が
発
生
し
延
焼

中
」と
の
想
定
で
実
施
。山
東
支
団
・
消

防
本
部
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
や
タ
ン
ク
車

な
ど

台
が
出
動
、近
く
を
流
れ
る
与

１０

布
土
川
か
ら
給
水
し
、中
継
・
放
水
を

行
う
な
ど
、的
確
な
訓
練
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
、和
田
山
支
団
は「
夜
間
消
防

合
同
訓
練
」を

月
９
日
、藤
和
区
で

１１

実
施
。消
防
車

台
が
出
動
し
、地
元

１５

の
皆
さ
ん
や
消
防
団
員
・
女
性
団
員
、

消
防
隊
員
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。訓
練
は
、午
後
７
時「
藤
和

分
校
前
河
川
の
向
か
い
の
田
畑
で
草
を

焼
却
中
、強
風
に
あ
お
ら
れ
周
辺
に
燃

え
移
る
恐
れ
が
あ
る
」と
の
想
定
で
行
わ

れ
、山
間
部
で
水
利
が
少
な
い
中
、防
火

水
槽
・
消
火
栓
か
ら
の
中
継
や
放
水
な

ど
を
素
早
く
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
で
は
、地
元

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
消
防
教
室
が

行
わ
れ
、南
但
消
防
本
部
の
隊
員
か
ら
、

消
火
栓
の
使
い
方
の
説
明
や
、実
際
に

消
火
器
を
使
っ
て
の
訓
練
な
ど
も
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

和田山分団夜間消防合同訓練

山東支団消防合同訓練
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日
没
時
間
が
刻
一
刻
と
早
ま
る

月
。夕
方
５
時
を
過
ぎ
る
と
、暗

１２闇
に
信
号
機
の
ラ
イ
ト
が
、よ
り
鮮

や
か
に
瞳
に
映
り
ま
す
。と
こ
ろ
で
、

歩
行
を
指
示
す
る
信
号
の
色
を
、実

際
は
緑
色
な
の
に「
青
信
号
」と
よ

ぶ
所
以
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。そ

ゆ

え

ん

れ
は
、日
本
に
は
２
種
類
の「
あ
お
」

が
存
在
す
る
か
ら
。ひ
と
つ
は
、藍
染

で
お
な
じ
み
の「
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ

ル
ー
」、も
う
ひ
と
つ
は
、
す
り
つ
ぶ

し
た
山
藍
を
布
地
に
こ
す
り
付
け

て
発
色
さ
せ
た
、明
る
く
渋
い
青
緑

（
和
名
…
山
藍
摺
）で
す
。今
回
は
、

や

ま

あ

い

ず

り

私
た
ち
に
と
っ
て
、な
じ
み
の
深
い

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ル
ー
」に
関
連
す
る

資
料「
染
型
紙
」に
つ
い
て
、
ご
紹
介

そ

め

か

た

が

み

し
ま
す
。

日
本
に
藍
が
伝
来
し
た
の
は
古

墳
時
代
、紀
元
後
４
～
５
世
紀
の

こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
を
証
明
す
る
考
古
資
料
は
不

明
で
す
。確
実
な
資
料
は
、
東
大
寺

で
行
わ
れ
た
盧
舎
那
仏

る

し

ゃ

な

ぶ

つ

開
眼
会
の

か

い

が

ん

え

場
で
用
い
ら
れ
た
紐（「

ひ
も

縹
縷
」正
倉

は
な
だ
の
る

院
宝
物
）で
す
。で
は
、
但
馬
で
最
古

の
藍
染
関
連
資
料
は
何
か－

和
田

山
町
糸
井
地
区
で
長
ら
く
保
管
さ

れ
て
き
た「
染
型
紙
」が
こ
れ
に
該

当
し
ま
す
。

「
染
型
紙
」は
、２
～
３
枚
の
和

紙
を
柿
渋
で
固
め
、彫
刻
刀
で
文
様

を
切
り
出
し
た
り
、打
ち
出
し
た
り

し
た
も
の
で
、一
見
す
る
と
切
り
絵

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
無
地
の
反
物

に
、こ
の
染
型
紙
を
乗
せ
、糊
を
塗

の
り

り
、乾
か
し
ま
す
。乾
燥
し
た
布
地

を
藍
甕
に
着
け
て
染
色
し
た
の
ち
、

あ

い

が

め

糊
を
洗
い
落
と
す
と
、そ
の
部
分
だ

け
が
白
く
浮
き
上
が
る
の
で
す
。こ

の
染
型
紙
は
、
型
染
め
技
法
の
な
か

で
は
か
な
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
、
多
く

は
江
戸
神
田
・
伊
勢
白
子
・
播
州
三

木
で
生
産
さ
れ
ま
し
た
。但
馬
地
域

で
も
、こ
れ
ら
の
生
産
地
か
ら
入
手

し
た
染
型
紙
を
用
い
た
染
色
が
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。但
馬
地
域
で

も
北
部
で
は
数
千
枚
の
染
型
紙
や

藍
甕
な
ど
、紺
屋
に
ま
つ
わ
る
資
料

こ

ん

や
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いいとゐてら内かみこんいとゐてら内かみこんやや

広報朝朝朝来来来

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
０
０
日
を
達
成

交交交
月
４
日
、交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３

１１
０
０
日
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、市
は
兵

庫
県
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
は
、市
役
所
を
県
企
画
県
民
部

交
通
安
全
室

難
波

な

ん

ば

宏
明
室
長
が
訪
れ
、

ひ
ろ
あ
き

井
戸

い

ど

敏
三
知
事
か
ら
の
表
彰
状
を
、朝

と
し
ぞ
う

来
市
の
松
本

ま
つ
も
と

忍
副
市
長
に
手
渡
し
ま
し

し
の
ぶ

た
。朝

来
市
内
で
は
、平
成

年

月
８

２６

１２

日
か
ら
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
せ
ず
、

今
年
の

月
３
日
に
は
３
０
０
日
を
達

１０

成
し
ま
し
た
。

市
で
は
、警
察
や
交
通
安
全
協
会
な

ど
と
連
携
し
て
、交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
は
じ
め
と
す
る
啓
発
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。今
後
も
交
通
事
故
の
無
い
朝

来
市
の
実
現
に
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交通事故撲滅へのご協力をお願いします

岐
市
商
工
会
「
虹
い
ろ
商
工
祭
２
０
１
５
」へ
参
加

壱壱壱
月

日
、長
崎
県
壱い

岐
市
で
開

き

１１

１５

催
さ
れ
た「
虹
い
ろ
商
工
祭
２
０
１

５
」に
、朝
来
市
か
ら
の
訪
問
団
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
山

こ

や

ま

弥
兵
衛
と

や

へ

え

心
諒
尼
の
縁
を
も

し
ん
り
ょ
う
に

と
に
、壱
岐
市
と
は
交
流
が
続
い
て
お
り
、

今
年
の
６
月
に
は
友
好
都
市
提
携
を

締
結
し
て
い
ま
す
。「
虹
い
ろ
商
工
祭
」

は
、壱
岐
市
商
工
会
が
こ
れ
ま
で
旧
町

ご
と
に
開
催
し
て
い
た
商
工
祭
を
統
合

し
規
模
を
拡
大
し
て
開
か
れ
た
も
の
。朝

来
市
の
訪
問
団
は「
あ
し
べ
商
工
・
産
業

ま
つ
り
」の
こ
ろ
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。今
回
は
、松
本

ま

つ

も

と

忍
副
市
長
を
は

し
の
ぶ

じ
め

人
が
訪
問
し
、大
根
や
梨
、柿
、

４５

も
ち
な
ど
を
販
売
し
た
ほ
か
、さ
ん
さ
ん

会－

和－

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、よ
さ
こ
い

踊
り
の
披
露
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

好評だった農産物などの販売
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が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、朝
来
市

内
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
糸

井
地
区
で
見
つ
か
っ
た
１
件
５
４

９
点
の
み
で
す
。

こ
の
型
紙
、よ
く
観
察
す
る
と
、

型
紙
の
一
部
が
黄
色
く
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、実
際
に
は
藍
染

だ
け
で
な
く
、他
の
色
に
も
染
め
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。事
実
、

染
型
紙
に
は
友
禅
型
紙
な
ど
も
存

在
し
ま
す
。た
だ
し
、友
禅
は
染
め

付
け
る
色
ご
と
に
型
紙
が
違
っ
て

い
ま
す
が
、単
色
で
の
染
色
に
あ

た
っ
て
は
、藍
染
の
型
紙
も
大
い
に

活
躍
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。染
型
紙

を
見
て
い
る
と
、自
由
な
発
想
で
布

地
を
鮮
や
か
に
変
身
さ
せ
る
職
人

や
依
頼
主
の
姿
が
思
い
浮
か
ん
で

や
み
ま
せ
ん
。

こ
の
型
紙
た
ち
は
、

月

日

１２

１５

か
ら
始
ま
り
ま
す
、朝
来
市
埋

（火）蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
企
画
展

「
藍
染
型
紙
の
美
～
和
田
山
郷
土

歴
史
館
収
蔵
資
料
よ
り
～
」に
て

展
示
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

祖
先
を
美
し
く
飾
り
立
て
た
文
様

美
を
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
さ
い
ご
に
】

今
回
紹
介
す
る
染
型
紙
を
保
管

さ
れ
て
い
た
の
は
、糸
井
地
区
に
お
住

ま
い
の
寺
川

て

ら

か

わ

醇
さ
ん
。「
か
み
こ
ん
や
」

あ
つ
し

に
生
ま
れ
育
っ
た
彼
は
、紺
屋
の
廃

業
後
、大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
型

紙
を
朝
来
市
の
民
俗
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、和
田
山

郷
土
歴
史
館
へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。末
筆
な
が
ら
、こ
こ
に
お
名

前
を
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

の
つ
く
３
市
が
交
流
「
三
来
交
流
会
」

来来来市
名
に「
来
」が
つ
く
３
つ
の
自
治
体

の
議
会
関
係
者
に
よ
る
交
流
会「
三
来

（
み
ら
い
）交
流
会
」が
、

月

、

日

１１

１２

１３

の
両
日
、朝
来
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

朝
来
市
と
、島
根
県
安
来
市
、茨
城

や

す

ぎ

県
潮
来
市
は
、全
国
で
３
つ
し
か
な
い

い

た

こ

「
来
」の
字
が
名
に
つ
く
市
で
、昨
年
、

安
来
市
議
会
か
ら
の
呼
び
か
け
で
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
。今
回
の
交
流
会

は
２
回
目
の
開
催
で
、３
市
の
議
長
・

副
議
長
を
は
じ
め
、関
係
者
な
ど
１２

人
が
出
席
。地
方
創
生
や
総
合
戦
略

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

ま
た
、

日
に
は
、代
表
の
皆
さ
ん

１３

が
市
役
所
を
訪
問
し
、今
後
の
交
流
発

展
へ
向
け
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

（左から）潮来市・根本又男
ね も と ま た お

議長朝来市・多次勝昭市長
た じ か つ あ き

安来市・田中武夫議長朝来市・山本正之議長
た な か た け お や ま も と ま さ ゆ き

続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
さ
が
来
た
」を
応
援
し
て
い
ま
す

連連連朝
来
市
は
、放
送
中
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
あ
さ
が
来
た
」を
応
援
し
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、「
あ
さ
が
来
た
」が
、〝
朝
来
〟

に
通
じ
る
こ
と
、ま
た
、女
性
起
業
家
と

し
て
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
主
人

公
の
姿
か
ら
、「
が
ん
ば
る
女
性
を
応
援

し
た
い
」と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、あ
さ
の
師
と
し
て
ド
ラ
マ
に
登
場

す
る
五
代

ご

だ

い

友
厚
は
、大
阪
の
実
業
界
で

と

も

あ

つ

活
躍
し
た
人
物
で
、朝
倉
盛
明
を
生
野

あ
さ
く
ら
も
り
あ
き

鉱
山
の
所
長
に
任
命
し
た
ほ
か
、生
野

鉱
山
の
近
代
化
に
寄
与
し
た
フ
ラ
ン
ス

人
技
師
で
あ
る
コ
ワ
ニ
エ
の
招
へ
い
に
尽

力
す
る
な
ど
の
関
わ
り
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
告
知
、

庁
舎
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
は
じ
め
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

庁舎内にポスターを掲示

【
写
真
】

上
…
染
型
紙「
松
竹
梅
に
源
氏
香
」

中
…
写
真
上
の
拡
大（
部
分
）

下
…
下
書
き
の
跡
が
残
る
染
型
紙

「
い
と
ゐ
て
ら
内

か
み
こ
ん
や
」
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月
８
日
、竹
田
駅
前
公
園
で
、「
天

１１
空
の
音
楽
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
野
鉱
山
と
神
子
畑
鉱
山
を
結
ぶ

鉱
石
運
搬
専
用
道
路「
鉱
石
の
道
」が

明
治

年（
１
８
８
５
）に
完
成
し
、今

１８

年
で
１
３
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、生

野
書
院
は
、

月

日
か
ら

月
６
日

１０

２４

１２

ま
で
の
期
間
、企
画
展「
鉱
石
の
道
１
３

０
年－
生
野
鉱
山
と
神
子
畑
鉱
山
を

結
ぶ
道－
」を
開
催
し
ま
し
た
。

生
野
書
院
で
は
、鉱
石
の
道
が
開
通

し
た
当
時
の
鋳
鉄
橋
の
部
材
や
菊
の
紋

章
、神
子
畑
の
様
子
が
記
さ
れ
た
絵
図

な
ど
、貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、会
期
中
の

月
８
日
に
は
見

１１

学
会
を
実
施
し

人
が
参
加
。神
子
畑

１５

選
鉱
場
跡
や
、神
子
畑
鋳
鉄
橋
な
ど
に

鉱鉱
石
の
道
１
３
０
年
を
記
念
し
て
企
画
展

生
野
書

鉱
石
の
道
１
３
０
年
を
記
念
し
て
企
画
展

生
野
書
院院

竹田城跡の麓で行われた太鼓の演奏

こ
れ
は
、和
田
山
虎
臥
陣
太
鼓
の
皆
さ

ん
が
、昨
年

月

日
に
亡
く
な
っ
た
俳

１１

１０

優
・
高
倉
健
さ
ん
を
し
の
び
開
催
し
た
も

た

か

く

ら

け

ん

の
。高
倉
健
さ
ん
が
主
演
し
た
映
画「
あ

な
た
へ
」の
ロ
ケ
が
竹
田
城
跡
で
行
わ
れ
た

際
に
、和
田
山
虎
臥
陣
太
鼓
の
皆
さ
ん

も
出
演
し
た
こ
と
か
ら
行
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
竹

田
城
跡
で
の
開
催
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、高
倉
健
さ
ん
へ
の
黙
と
う
に
続
き
、

勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、観
客
の
皆
さ
ん
も
そ
ろ
っ
て
劇
中
で

歌
わ
れ
た「
星
め
ぐ
り
の
歌
」の
合
唱
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
め
ぐ
り
ま
し

た
。

同
校
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
約
２
０
０

人
が
参
加
。代
表
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、

胸
像
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

月

日
、大
蔵
小
学
校
校
庭
に

１１

１０

朝
来
市
出
身
の
児
童
文
学
作
家
・
森

は
な
さ
ん
の
胸
像
が
完
成
し
、
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
胸
像
は
、同
校
の
校
長
在
任
中

の
今
年
２
月
に
急
逝
さ
れ
た
故

齋
賀

さ

い

が

正
己
さ
ん
の「
ふ
る
さ
と
教
育
を
大
切

ま

さ

み

に
し
た
い
」と
の
遺
志
に
も
と
づ
き
、遺

族
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
を

も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の
。高
さ
約
６０

㌢
の
青
銅
製
で
、台
座
は
大
蔵
地
域
自

治
協
議
会
か
ら
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
は
、齋
賀
さ
ん
の
妻
の
加
寿
子

か

ず

こ

さ
ん
・
娘
の
万
智
さ
ん（
豊
岡
市
）、森

ま

ち

は
な
さ
ん
の
実
娘
で
あ
る
田
中
紀
美
代

た

な

か

き

み

よ

さ
ん（
姫
路
市
）を
は
じ
め
、関
係
者
や

「「
森
は
な
先
生
之
像
」が
完
成

大
蔵
小
学

「
森
は
な
先
生
之
像
」が
完
成

大
蔵
小
学
校校

完成した胸像が披露されました

月

日
、

日
の
２
日
間
、生
野

１１

１４

１５

交
流
館
で「
第
３
回
生
野
交
流
館
文
化

祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
文
化
祭
実
行
委
員
会
と

市
の
主
催
で
、地
域
の
交
流
の
輪
を
広
げ

る
と
と
も
に
支
え
あ
う
社
会
の
実
現
を
願

い
開
か
れ
て
い
る
も
の
。会
場
で
は
、生
け

花
や
手
芸
、書
道
を
は
じ
め
、小
・
中
学

生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
、生
野
高
校
の
学
生

の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

恒
例
の「
い
き
生
き
料
理
教
室
」有
志
の

皆
さ
ん
に
よ
る
カ
レ
ー
の
販
売
、餅
つ
き
大

会
、野
菜
の
即
売
な
ど
も
好
評
で
し
た
。

多くの力作が展示されました

神子畑鋳鉄橋で説明を受ける参加した皆さん

10

和和
田
山
虎
臥
陣
太
鼓

高
倉
健
さ
ん
を
し
の
ん
で

和
田
山
虎
臥
陣
太
鼓

高
倉
健
さ
ん
を
し
の
ん
で「「
天
空
の
音
楽
祭
」

天
空
の
音
楽
祭
」

広報朝朝朝来来来

第第
３
回
生
野
交
流
館
文
化

第
３
回
生
野
交
流
館
文
化
祭祭
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皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。 秘書広報課 ☎672-611３

平成２７年１２月平成２７年１２月号号11

月
７
日
、８
日
の
両
日
、朝
来
福

１１
祉
会
館
で「
第

回
あ
さ
ご
ふ
れ
あ
い

２０

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
、同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
と
市
の
共
催
で
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
。会
場
で
は
、福
祉
会
館
の

交
流
講
座
生
に
よ
る
、書
道
や
生
け
花

の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、健
康
体

操
、大
正
琴
、歌
の
披
露
、子
ど
も
た
ち

の
人
権
作
品
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、地
域
の
皆
さ

ん
が
育
て
た
農
作
物
の
販
売
な
ど
も
好

評
で
し
た
。

第第

回
あ
さ
ご
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

第

回
あ
さ
ご
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルル

2020

好評だった農産物の即売

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、生
命
の
尊
さ
を

実
感
す
る
な
か
で
、人
権
を
尊
重
す
る
思

想
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、法
務
省
が
中

心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。同
校

で
は
、子
ど
も
た
ち
が
サ
ル
ビ
ア
や
ペ
チ
ュ

ニ
ア
、ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の
花
を
、春
か
ら
秋

に
か
け
て
種
植
え
や
水
や
り
な
ど
を
通
じ

て
育
て
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
は
、神
戸
地
方
法

１１

１０

務
局
豊
岡
支
局
の
早
戸
正
紀
支
局
長
か

は

や

と

ま

さ

き

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、５
・
６
年

生

人
を
対
象
に
、中
村
富
美
子
さ
ん

な

か

む

ら

ふ

み

こ

５５

（
秋
葉
台
４
区
）、福
富
宏
三
さ
ん（
市
御

ふ

く

と

み
こ

う

ぞ

う

堂
区
）、嵯
峨
山
和
幸
さ
ん（
竹
田
中
町

さ

が

や

ま

か

ず

ゆ

き

区
）の
和
田
山
地
区
の
人
権
擁
護
委
員

３
人
に
よ
る
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
蔵
小
学
校
は
、今
年「
人
権
の
花

運
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、子
ど
も
た
ち
が
花
を
育

て
る
こ
と
を
通
じ
て
、協
力
や
感
謝
す
る人権擁護委員による教室

大大
蔵
小
学
校
で「
人
権
の
花
運
動

大
蔵
小
学
校
で「
人
権
の
花
運
動
」」

よ
ふ
ど
温
泉
で
、

月

日
、第

１１

１５

１０

回「
ホ
ッ
ト
な
い
で
湯
で
お
結
び
パ
ー

テ
ィ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

婚
活
を
支
援
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、

今
回
は

人
が
参
加
し
ま
し
た
。ア

４８

ピ
ー
ル
タ
イ
ム
、イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

投
票
、粟
鹿
神
社
で
の
良
縁
祈
願
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
、「
道
の
駅

但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
み
、最
後
に
全
員
が
お
気
に
入

り
の
１
人
を
指
名
す
る「
告
白
投
票
」

で
は
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し

た
。ま

た
、昨
年
７
月
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
カ
ッ
プ
ル
と
な
り
、
今
年

月
に
結

１０

婚
し
た
夫
婦
か
ら
の
お
礼
状
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

今後のうれしい知らせに期待

５５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

ホ
ッ
ト
な
い
で
湯
で
お
結
び
パ
ー
テ
ィ

５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

ホ
ッ
ト
な
い
で
湯
で
お
結
び
パ
ー
テ
ィ
ーー

月

日
、

月
１
日
の
２
日
間
に

１０

３１

１１

わ
た
り
、枚
田
岡
会
館
で「
第

回
枚
田

３９

岡
会
館
文
化
祭
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
文
化
祭
は
、枚
田
岡
会
館
文
化

祭
実
行
委
員
会
と
市
の
主
催
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。今
年
も
、歌
や

劇
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
演
芸
会
、人
権

講
演
会
、お
茶
席
、屋
台
コ
ー
ナ
ー
、農

産
物
審
査
・
即
売
会
、作
品
展
示
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、「
歌
声
の
集
い
」で
は
、ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
に
合
わ
せ
、懐
メ
ロ

や
童
謡
を
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て

歌
い
、楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

第第

回
枚
田
岡
会
館
文
化

第

回
枚
田
岡
会
館
文
化
祭祭

3939

演奏に合わせ歌う皆さん
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市
は
、平
成

年
の
成

２８

人
式
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

平
成

年
１
月

２８

日

、午
後
１
時
～（
受

１０

（日）

付
・
午
後
０
時

分
～
）

３０

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル（
玉
置
）

▽
対
象
者

平
成
７
年
４

月
２
日
～
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

▽
問
い
合
わ
せ
先

人
権
推
進
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
２

保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、就
職
に
つ
い
て
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
勉

強
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１２

１９

（土）

午
後
１
時
～
４
時

▽
会
場

豊
岡
市
役
所
２

階
大
会
議
室（
豊
岡
市
中

央
町
）

▽
内
容

◎
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
に

よ
る
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

◎
現
在
の
採
用
・
就
職
環

境
の
傾
向
と
対
策
に
つ
い

て
・
保
護
者
が
で
き
る
就
活

サ
ポ
ー
ト
の
注
意
点
・
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
に
つ
い
て
な
ど

▽
対
象

大
学
、短
大
、専

門
、高
専
等
に
通
う
学
生
・

生
徒
の
保
護
者
・
親
族（
学

年
は
問
い
ま
せ
ん
・
学
生
参

加
も
可
）

▽
受
講
料

無
料

※
参
加
に
は
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
市
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

☎
０
７
９
６（

）９
０
０
８

２１
job-n

av
i@
city
.toy
ooka.

lg
.jp兵

庫
県
交
通
安
全
対
策

委
員
会
は
、「
や
さ
し
さ
と

笑
顔
で
走
る
兵
庫
の
道
」を

合
言
葉
に
、年
末
の
交
通

事
故
防
止
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▽
運
動
期
間

月
１
日

１２

～

日

（火）

１０

（木）

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
０

現
在
、土
田
の
仮
庁
舎

に
移
転
中
の
朝
来
警
察
署

が
、本
庁（
和
田
山
町
玉

置
・
全
但
バ
ス
和
田
山
営

業
所
横
）に
戻
り
ま
す
。

▽
再
移
転
日

平
成

年
２８

１
月

日
３０

（土）

※
朝
来
市
交
通
安
全
協

会
・
朝
来
市
自
家
用
自
動

車
協
会
・
朝
来
防
犯
協
会

も
、朝
来
警
察
署
内
に
移

転
予
定
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
警
察
署

☎（
６
７
２
）０
１
１
０

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。
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報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

《ジェネリック医薬品につい《ジェネリック医薬品についてて》》

ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬

（先発医薬品）の特許終了後に厚生労働省の

認可のもと、製造・販売されている薬のことです。

この薬は、新薬と同様の有効成分・効果を

持ちながらも、特許が切れたことによる開発コ

ストの削減によって、新薬よりも安価です。

このため、ジェネリック医薬品を利用してい

ただくことで、患者さんの負担軽減や医療保

険財政の健全化といった効果が期待されてい

ます。厚生労働省は普及に向けた施策を進め

ており、朝来市の国民健康保険においても、皆

さまにご利用いただけるよう広報・啓発を行っ

ています。

医師や薬剤師にご相談のうえ、ジェネリック

第第113第113回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

保
護
者
の
た
め
の

就
職
活
動
勉
強
会

医薬品のご利用にご協力ください。

また、お薬手帳も活用しましょう。（医療機関・

薬局で交付されます。薬の使用状況を記録す

ることで重複使用等の防止につながります。）

【ご注意いただくこと】

◎薬によっては、ジェネリック医薬品が存在しな

い場合もあります。

◎患者さんの症状・体質によっては、医師の判

断によってジェネリック医薬品の使用が認め

られない場合があります。（医師が使用を認

めない場合は切り替えることができません）

◎医療機関、薬局によっては、ジェネリック医薬

品に対応できない場合や、在庫が無いときは

取り寄せになることがあります。

平
成

年
朝
来
市
成
人
式

２８

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

朝
来
警
察
署
が
本
庁
舎
に
戻
り
ま
す

市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

■問い合わせ先
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円
滑
な
除
雪
作
業
が
行

え
る
よ
う
、皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
除
雪
の
障
害
と
な
る
路
上

駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
シ
カ
柵
等
の
道
路
路
肩

部
分
の
物
件
は
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
の
で
、あ
ら
か
じ
め
関

係
者
で
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

③
道
路
沿
い
の
山
竹
林
が
雪

の
重
み
で
倒
れ
た
場
合
は
、

交
通
の
支
障
と
な
る
の
で
、所

有
者
が
す
み
や
か
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

④
人
家
が
密
集
す
る
地
域

で
は
、や
む
を
得
ず
家
や
車

庫
等
の
出
入
り
口
に
除
雪
し

た
雪
が
堆
積
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。交
通
の
確
保
を
優

先
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

⑤
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
消
火

栓
な
ど
は
目
印
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
道
川
上
多
々
良
木
線

（
川
上
区
～
多
々
良
木
区
関

西
電
力
奥
多
々
良
木
発
電

所
）、林
道
青
倉
黒
川
線
は
、

除
雪
対
象
路
線
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、積
雪
時
は
通
り
抜
け
で

き
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
６

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

兵
庫
県
市
町
交
通
災
害

共
済
は
、県
内
の
市
町
の
助

け
合
い
に
よ
る
制
度
で
、交

通
事
故
が
原
因
の
傷
害
な

ど
に
対
し
、見
舞
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
・
家
族
ぐ
る

み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
共
済
期
間

平
成

年
２８

４
月
１
日
～
平
成

年
３

２９

月

日
３１

▽
掛
金（
年
額
）

一
人
に

つ
き
５
０
０
円

▽
見
舞
金
額

１
件
４
万

円（
３
日
以
上
通
院
の
場

合
）～
１
０
０
万
円（
死
亡

の
場
合
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

朝
来
市
特
産
の
岩
津
ね

ぎ
を
使
っ
た
、料
理
コ
ン
テ
ス

ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

①
平
成

年
２
月

日

２８

１３

（土）

に
開
催
す
る
本
選
に
必
ず

参
加
で
き
る
こ
と

②
県
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
す
る
、個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ

③
応
募
作
品
は
、未
発
表

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
限
り
ま
す

▽
応
募
内
容

①
料
理
名

②
料
理
の
特
徴
、ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト

③
材
料
と
分
量（
５
人
分
）

④
作
り
方

⑤
料
理
の
写
真（
１
人
分
）

⑥
住
所
、氏
名
、年
齢
、
性

別
、電
話
番
号

※
１
人（
グ
ル
ー
プ
）に
つ
き

１
作
品
に
限
り
ま
す

▽
応
募
方
法

市
役
所
南
庁
舎
農
林
振

興
課
・
各
支
所
地
域
振
興

課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

配
布
す
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、

月
１２

日

ま
で
に

２２

（火）

▽
審
査

◎
１
次
…
審
査
員
に
よ
る

書
類
選
考
・
写
真
審
査

◎
本
選
…
２
月

日

、

１３

（土）

１
次
審
査
通
過
者
８
人

（
グ
ル
ー
プ
）に
よ
る
実
際
の

調
理（
下
準
備
を
含
む
調

理
時
間

分
）

５０

▽
賞最

優
秀
賞
２
万
円
相
当

の
品
ほ
か

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岩
津
ね
ぎ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

事
務
局（
農
林
振
興
課
内
）

☎（
６
７
２
）２
７
７
４

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

は
、求
職
中
の
人
を
対
象
に

し
た
職
業
訓
練
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
活
用
コ
ー
ス
》

▽
募
集
期
間

月

日

１２

２１

ま
で

（月）▽
定
員

人
１０

▽
訓
練
期
間

１
月

日
１９

～
３
月

日

（火）

１８

（金）

▽
訓
練
場
所

丹
波
職
業

訓
練
協
会（
丹
波
市
柏
原
町
）

▽
受
講
料

無
料（
教
材

費
・
保
険
料
等
の
実
費
が

必
要
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
０
７
９
６（

）２
２
３
３

２４

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

（
豊
岡
市
九
日
市
上
町
）は
、

平
成

年
度
の
学
生
を
募

２８

集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
学
科

機
械
制
御

工
学
科
・
建
築
工
学
科
・
自

動
車
工
学
科

▽
募
集
期
間

１
月

日
１５

ま
で

（金）▽
試
験
日

１
月

日
２３

（土）

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
０
７
９
６（

）２
２
３
３

２４

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（１２月のテーマ）【月曜】熱が出た!どうしよう!【火曜】噛み合わせと頭痛、肩こりー顎関節症ー
がく

税固 定 資 産 税 ３期

国民健康保険税 ６期

納期 １２月２５日（金）まで

１２月の税１２月の税

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

岩
津
ね
ぎ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６

市
町
交
通
災
害
共
済

除
雪
に
ご
協
力
を

募

集

募

集

生野イルミネーションロード2015
生野の冬の街並みや心を温かく照らします◆期間12月5日（土）～1月4
日（月）午後5時30分～9時（初日は午後6時から点灯式）◆会場生野
マインホール前・生野小学校前・但陽会館前周辺◆問い合わせ先生野イル
ミネーションロード実行委員会☎６７９－２２４０（生野支所地域振興課内）

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

学
生
募
集
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、次
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

条
件
に
よ
っ
て
表
示
さ

（注）れ
て
い
る
家
賃（
月
額
）よ

り
も
高
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

月

日

～

日

１２

１０

（木）

２１

（月）

▽
入
居
申
込
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

◎
現
に
同
居
し
、ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
あ
る
人

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同

居
親
族
が
暴
力
団
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
２
条
第
６

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規

定
す
る
範
囲
を
超
え
て
い

な
い
人

※
申
込
資
格
の
詳
細
な
ど

は
、都
市
開
発
課
に
確
認

い
た
だ
く
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
７

但
馬
文
教
府
は
、但
馬

で
の
短
詩
型
文
学
の
振
興

を
目
的
に
発
行
す
る「
た
じ

ま
作
品
集
」に
掲
載
す
る
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象

原
則
と
し
て
但

馬
在
住
ま
た
は
但
馬
の
グ

ル
ー
プ
に
所
属
す
る
人

（
小
・
中
・
高
校
生
は
除
き

ま
す
）

▽
作
品

短
歌
・
俳
句
・
川

柳
・
冠
句
・
詩（
５
行
詩
を

含
む
）の
作
品（
１
人
に
つ

き

首（
句
）ま
で
）

１０
▽
応
募
方
法

規
定
の
応

募
用
紙（
但
馬
文
教
府
・
公

民
館
な
ど
で
配
布
）に
、作

品
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

月

日

ま
で
に

１２

２５

（金）

▽
参
加
料

１
千
５
０
０

円（
作
品
集
・
送
料
含
む
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
但
馬
文
教
府

「
た
じ
ま
作
品
集
」係

☎
０
７
９
６（

）４
４
０
７

２２

募

集

募

集

市
営
住
宅
入
居
者

枚 田 住 宅
住宅の
名称

和田山町枚田場所

３ＤＫ間取り

２３，４００円～
３４，８００円

家賃
（月額）

１戸募集戸数

短
詩
型
文
学
た
じ
ま
作
品
集

特定（産業別）最低賃金が改正されました
特定（産業別）の最低賃金が改正されました（一部の業種

は来年２月または３月から）。最低賃金は、パートタイマー、

アルバイト等すべての労働者に適用されます。

問・兵庫労働局労働基準部賃金課 ☎０７８－３６７－９１５４

時間額特定（産業別）最低賃金の適用業種

８００円繊維工業

９０６円塗料製造業

８９０円鉄鋼業

８７２円はん用機械器具製造業、生産用機械器具製造業、業務用機械器具製造業

８３０円電子部品・デバイス・電子回路製造業、電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造業

９０４円輸送用機械器具製造業

８３２円計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造業

７９７円各種商品小売業

８４０円自動車小売業

７９４円兵庫県最低賃金

広報朝朝朝来来来
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【水曜】その症状甲状腺機能が低下していませんか？【木曜】最近話題の副鼻腔炎【金土日】女性のアルコール依存症【年末年始】高齢者の入浴中突然死症候群

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 １２月１０日（木）午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 １２月９日（水）午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 １２月２１日（月）午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 １月４日（月）午後１時～４時
場 市役所南庁舎会議室
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 １月９日（土）午後１時～４時
場 山東公民館
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎０７９６－２３－８０１１

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 １２月２４日（木）午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日午後１時～４時（１２／２３・３０は休み）
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

第２４回ジュピターホール歌謡祭予選会《全席自由》

公演日：１２月１３日（日）／開演：正午／入場無料

第２４回ジュピターホール歌謡祭決勝大会《全席指定》前売券好評発売中

公演日：１月１７日（日）／開演：午後１時３０分／料金：１,０００円

県民芸術劇場ライツ室内管弦楽団特別演奏会《全席自由》

公演日：３月１３日（日）／開演：午後２時

料金：大人２,０００円 高校生以下１,０００円前売券発売日１月１５日（金）

朝来少年少女オーケストラの指導に携わる南出信一さんが主催する楽団のコンサートです

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

もち花づくり日時：１２月２０日（日）午前１０時３０分～
※材料費として１本あたり５００円必要 参加申込みは１２日（土）ごろまでに

生野まちづくり工房井筒屋

生野マインホール

第１１回全国こども絵画選抜展２０１５（巡回展）会期：１２月９日（水）～２０日（日）※入場無料

☎６７９－４５００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご芸術の森美術館
☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

アートホール神戸写真展 こどもの世界「愛」会期：１２月１２日（土）～２３日（水）

アート２０１６干支展 会期：１２月１２日（土）～１月１７日（日）

干支絵手紙コンクール出品募集 あなたの自慢の年賀状を美術館に
展示してみませんか？宛名面に「干支絵手紙コンクール作品」と朱
書きし〒６７９－３４２３多々良木７３９－３あさご芸術の森美術館まで。
（１月４日（月）必着）【作品展】会期：１月７日（木）～１７日（日）

稲美少年少女合唱団クリスマスコンサート日時：１２月１９日（土）午後２時

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

２４０歳初のコラボ ―三人展 会期：１２月１３日（日）まで

ヒメハナ公園ウツギの館
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怪

怪

悔

悔

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

広報朝朝朝来来来

日下部
く さ か べ

謙一さん
け ん い ち

（川尻区）

朝
来
市
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会

民
生
委
員
活
動
の
実
践
を
通
じ

て
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。（

月

日
付
）

１１

２０

県県
自
治

県
自
治
賞賞

【
自
治
功
労
】

長
年
に
わ
た
り
区
長
と
し
て
、自

治
会
活
動
や
地
域
づ
く
り
の
中
心
と

し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（

月

日
付
）

１１

２０

西澤 裕さん
に し ざ わ ゆたか

（迫間区）

兵兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
表

兵
庫
県
連
合
自
治
会
長
表
彰彰

日
下
部

誠
さ
ん（
川
尻
区
）

く

さ

か

べ

ま
こ
と

岸
田

龍
雄
さ
ん（
秋
葉
台
１
区
）

き

し

だ

た

つ

お

山
本

康
則
さ
ん（
秋
葉
台
２
区
）

や

ま

も

と

や

す

の

り

和
田

政
夫
さ
ん（
平
野
（
和
田
山
）
区

）

わ

だ

ま

さ

お

谷
口

正
士
さ
ん（
西
土
田
区
）

た

に

ぐ

ち

ま

さ

し

高
見

駿
太
郎
さ
ん（
中
区
）

た

か

み

し

ゅ

ん

た

ろ

う

石
原

啓
一
さ
ん（
竹
田
下
町
区
）

い

し

は

ら

け

い

い

ち

山
内

康
雄
さ
ん（
殿
町
区
）

や

ま

う

ち

や

す

お

橋
本

喜
義
さ
ん（
藤
和
区
）

は

し

も

と

き

よ

し

城
本

利
明
さ
ん（
田
ノ
口
区
）

し

ろ

も

と

と

し

あ

き

木
村

義
明
さ
ん（
喜
多
垣
区
）

き

む

ら

よ

し

あ

き

藤
本

稔
さ
ん（
上
八
代
区
）

ふ

じ

も

と

み
の
る

民民
生
委

民
生
委
員員

優
良
活
動
団
体
表

優
良
活
動
団
体
表
彰彰

（
厚
生
労
働
大
臣

（
厚
生
労
働
大
臣
表表
彰
）
彰
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員
】

多
年
に
わ
た
っ
て
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
を
行
い
、地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

（

月

日
付
）

１０

３０

優優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労

優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者者

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
】

竹田城跡「元旦バス」を運行します
◆運行日 平成28年1月1日（祝）のみ（積雪・凍結時は運休）
◆運行時間等 往路（イオン→山城の郷）始発・午前5時最終・午後0時20分

復路（山城の郷→イオン）最終・午後3時30分※20分間隔
◆運賃 片道500円（子ども半額）
◆その他 当日は山城の郷駐車場は利用できません

※竹田城跡は1月4日～2月29日の期間は冬季閉鎖します
※詳しくは市ホームページ等でご確認ください

◆問い合わせ先 竹田城課 ☎672－6141

竹田城跡今冬の開山・閉山期間「元日は早朝から登城できます」
入城時間期 間

午前１０時～午後２時
（最終登城午後１時）

１２月１１日（金）～１月３日（日）
（1月1日を除く）

午前５時～午後２時
（最終登城午後１時）

１月１日（金）

冬季閉鎖期間１月４日（月）～２月２９日（月）
【観覧料金】大人（高校生以下）５００円 中学生以下無料

年間パス（１,０００円）もこれまでどおり使用できます
※山城の郷登山道からのみ登城可能です（他の登山道は利用できません）
※登城は徒歩のみ可能です（山城の郷～城跡間）
※天空バスは運行されません
※気象警報発令時、積雪・凍結時等危険と判断される際は登城できません

足立弘子さん
あ だ ち ひ ろ こ

（黒川区）

阿野保司さん
あ の や す し

（生野６区）

和田美智子さん
わ だ み ち こ

（生野１区）

大崎正実さん
お お さ き ま さ み

（柴区）

木島 美佐代さん
き し ま み さ よ

（伊由市場区）
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年末年始の衛生業務 年末年始のし尿収集業務、ごみ収集業務、ごみ持ち込み
受付、火葬業務については、次のとおりとします。

火 葬し尿収集
ごみ持込受付

（クリーンセンター山東事業所）
土砂・がれき類

ごみ持込受付
（南但クリーンセンター）
可燃・不燃ごみ等

ごみ収集

平常どおり

平常どおり平常どおり平常どおり平常どおり
（収集カレンダーどおり）

21日（月）

１２
月

22日（火）
休 み休 み休 み休 み23日（水）
平常どおり平常どおり平常どおり平常どおり

（収集カレンダーどおり）
24日（木）
25日（金）

休 み休 み休 み休 み26日（土）
27日（日）

午前中まで受付平常どおり
平常どおり平常どおり

（収集カレンダーどおり）

28日（月）

休 み休 み

29日（火）
30日（水）

休 み休 み
31日（木）

休 み
１日～３日の受付は、
本庁と各支所で行います。

１日（金）
１
月
２日（土）
３日（日）

平常どおり平常どおり平常どおり平常どおり平常どおり
（収集カレンダーどおり）

４日（月）
５日（火）

斎場
セレモニーホール
やすらぎ
☎670-7710

クリーンセンター
和田山事業所
☎672-2402
☎672-4500夜間

クリーンセンター
山東事業所
☎676-3923

南但クリーンセンター
☎670-3366

クリーンセンター
山東事業所
☎676-3923

問い合わせ先

兵庫県・朝来市の共同実施

１２月は但馬地域税収確保重点月間
■問い合わせ先 朝来市税務課 ☎６７２－６１１９
兵庫県豊岡県税事務所収税管理課 ☎０７９６－２６－３６２５

兵庫県と県内すべての市町は連携して、個人住民税の特別徴収を推進しています。

事業主の皆さん!従業員の個人住民税は、特別徴収で納めましょう!!

兵庫県と
朝来市からの
お知らせ

兵庫県は、毎年１２月を「税収確保重点月間」としています。

但馬地域では、３市２町と豊岡県税事務所がスクラムを組

み、個人住民税の徴収を強固に取り組みます。

①個人住民税の特別徴収の推進…給与支払事業者へ豊岡

県税事務所と朝来市が合同で訪問し、特別徴収（個人住民

税を給与天引きし納入する制度）への切り替えを依頼します。

②共同文書催告…個人住民税を滞納している人に対して

兵庫県と朝来市が共同で文書催告を行います。

③管理職による特別徴収…朝来市では、但馬地域税収確

保重点月間の１２月を徴収強化月間と定め、管理職による

訪問徴収を行います。

※滞納を放置したまま納付や納税の相談もない場合には、

財産調査・滞納処分（給与、年金、自動車の差し押さえ等）を

強力に進めていきます。

◎個人住民税の特別徴収を実施していない事業主の皆さんへ

特別徴収とは、従業員の給与から個人住民税を天引きし、事業主が従

業員に代わって、毎月、市町に納入していただくものです。

◆この制度は、地方税法と各市町の条例の規定によって、所得税の源泉徴

収を行う全ての事業主（給与支払者）に義務づけられています。

◆特別徴収が不要なケースは法令で

定められており、例えば、事業主の希

望に応じて特別徴収を行う・行わない

を決めるといったことはできません。

◆従業員にとっては、①年４回納める

普通徴収に比べ、毎月の給与天引き

（年１２回払い）になるので１回当たり

の納税額が少なくて済む、②直接金

融機関に出向く手間がなくなる、③納

付忘れを防ぐことができる、といったメ

リットがあります。

特別徴収による納税のしくみ

ご理解とご協力を
お願いします
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個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は
、申
請
書

に
連
絡
先
、申
請
日
、氏
名
を
記
入
・
押
印

す
る
と
と
も
に
、顔
写
真
を
貼
り
付
け
て

専
用
の
封
筒
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。詳

し
く
は
、同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、申
請
書
に
表
示
さ
れ
て
い
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み

取
っ
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

カ
ー
ド
の
交
付
は
、来
年
１
月
以
降
、は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、原
則
と
し

て
本
人
が
、市
民
課
ま
た
は
支
所
ま
で
お

越
し
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
交
付
時
間
…
午
前
８
時

分
か
ら
午
後

30

５
時

分
ま
で（
平
日
の
み
）

15

通
知
カ
ー
ド
の
下
に

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」が

あ
り
ま
す
が
申
請
が
必
要
な
の
で
す
か
？

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
、顔
写
真
が

入
っ
た
身
分
証
明
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
を

同
時
に
確
認
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

カ
ー
ド
で
す
。

申
請
用
紙
は
全
て
の
皆
さ
ん
に
送
っ
て

い
ま
す
が
、個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
は

希
望
す
る
場
合
の
み
申
請
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
発
行
手
数
料
は
初
回
に
限
り
無
料

で
す
）

ママ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う
？？

通
知
カ
ー
ド
は
届
き
ま
し
た
か

通
知
カ
ー
ド
は
届
き
ま
し
た
か
？？
第7回

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
職
員
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
！

国
税
局
や
税
務
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
電

話
が
あ
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査

と
称
し
て
、年
齢
や
家
族
構
成
、年
金
の
受
給

状
況
、預
金
残
高
や
口
座
情
報
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
詐
欺
事
件
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、即
答
を
避
け
、

最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
警
察
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
が

届
い
て
い
な
い
の
で
す
が
？

朝
来
市
で
は
、
月

日
か
ら
同
月
末

11

22

ま
で
に
か
け
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら

せ
す
る
通
知
カ
ー
ド
を
簡
易
書
留
で
郵
送

し
ま
し
た
。

送
付
さ
れ
な
か
っ
た
、郵
便
局
の
保
管

期
間
に
受
け
取
り
に
行
け
な
か
っ
た
な
ど
、

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、市
役

所
に
戻
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
課［
☎（
６
７
２
）６
１
２
０
］ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、希
望
す
る

場
合
の
み
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
情
報
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
７

■
問
い
合
わ
せ
先

和
田
山
税
務
署

☎（
６
７
２
）３
１
７
１

マイナンバーに関する送付物（抜粋）

※申請書は裏面もあります

通
知
カ
ー

通
知
カ
ー
ドド

個
人
番
号
カ
ー
ド
交

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付付
申
請
書

申
請
書

マイナンバー制度をかたった
不審な電話、メール、手紙、訪問
などにも注意してください。

広報朝朝朝来来来
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平成２８年新春囲碁大会のお知らせ
和田山公民館と和田山囲碁同好会は、囲碁

の普及と愛好者の拡大と交流の場づくりを目的

として平成２８年新春囲碁大会を開催します。

○日時 １月１１日（月・祝）午前９時～午後４時ごろ

●会場 和田山公民館

○参加資格 朝来市内在住・在勤・在学する人

●参加料 １,０００円（昼食代込み）

○申込み １月５日（火）までに所定の用紙で

●問い合わせ先 和田山公民館☎（６７２）０１８８

１０月３１日から１１月３日にかけて、市内の各文化協会主催で文化祭が開催されました。市制１０周年を

記念し、どの文化協会においても趣向を凝らし、日ごろの成果が発表されました。

■朝来市少年少女オーケストラ定期演奏会を開催しました
今年で第２３回を迎える朝来市少年少女

オーケストラ定期演奏会を、１１月１４日、和田山

ジュピターホールで開催しました。

小学生から社会人までの団員７９人で、『八

木節、あまちゃんオープニングテーマ、麦の唄、

軍師官兵衛メインテーマ、おもちゃの交響曲、猫

の二重唱、ウィリアム・テル序曲、威風堂 （々第１

番）』の８曲を、迫力ある演奏で約２時間にわたり披露し、６５０人の観客の皆さん

にオーケストラを身近に感じていただくことができました。これからも、定期演奏会

をはじめ、市内外でさまざまな演奏活動を積極的に展開していきます。

作品展示 朝来市の歌を演じる皆さん

生野町文化祭 （１０月３１日～１１月１日）

１０月３１日には、文化協会主催で「志村
し む ら

喬生誕１１０年展映画上映会」を
たかし

開催。志村喬主演の「男ありて」他１本を上映。懐かしいフィルムに皆さん見

入っていました。

作品展は、約２００点を会場いっぱいに展示、日ごろの成果を展示しました。

１１月１日の舞台の部では、「大震災復興への長い道のりに、いつまでも心

を寄せて行きたい。」という思いを込めたモダンバレエや、出演者のなかで最

年少の３歳の子どもが、アロハエコモマイ（ようこそいらっしゃいませ）と、かわい

く優雅なフラダンスを披露し、会場に笑顔を届けてくれました。
作品展 舞台の部・モダンバレエ

朝来文化祭 （１１月２日～３日）

作品展示には、文化協会員や公民館講座生、一般募集の皆さ

んの作品２００点が展示され、それぞれの力作に、来場の皆さんから

は感嘆の声が上がりました。隣接する会場では、朝来市老人クラブ

連合会朝来支部の皆さんの作品も展示されました。

１１月３日に開催された「あさご劇場」では、朝来文化協会に加

盟している全１９団体が出演。朝来庁舎前広場では、「朝来ふれあ

い元気まつり」が行われ、囲碁同好会のパフォーマンスやお菓子・エ

コパン作り同好会の手作りパンの販売なども行われ、好評でした。あさご劇場 囲碁同好会のパフォーマンス

山東文化祭 （１１月１日～３日）

芸能祭ではダンス同好会が初めての出演。また、フィナー

レでは全員合唱とフラダンスが初のコラボレーションを行う

など、和やかに笑顔があふれる舞台でした。

菊花展には、素晴らしい大輪の菊や懸崖菊が出品され、
け ん が い ぎ く

訪れた皆さんの目を楽しませました。

芸能祭でのコラボレーション 菊花展

和田山文化祭 （１１月２日～３日）

和田山公民館では、書道・絵画・写真・生花・短歌や俳句などの短詩

型作品、陶芸や寄せ植え、一般手芸作品などたくさんの作品を展示しま

した。

１１月３日には和田山ジュピターホールで、文化庁事業の茶道教室で

学んだ子どもたちによる呈茶を行い、また、和田山劇場では“歌おう”“踊
て い ち ゃ

ろう”“奏でよう”“さあ!みんなで!!と題して、今年初めて「朝来市の歌」

を合唱・フラダンス・体操・太極拳・筝・尺八の団体が一緒にステージ

いっぱいに演じました。垣根を越えた芸術文化の交流を行いました。
作品展示 朝来市の歌を演じる皆さん
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【主な対処方法】

①症状をよく観察しましょう。生活の中で本人が困っている

内容を整理しておくと受診の時に役立ちます。

②服薬で落ち着く場合もあります。かかりつけ医を受診し、場

合によっては専門医を受診しましょう。

認知症相談センターにご相談ください

③生活で必要なものを自分で整理しやすいよう環境を整え

ましょう。財布や通帳、メガネなど、しまっておく場所を決め

明示するのもいいでしょう。

④ご家族など、周囲の皆さんが接し方を学ぶことも大切です。

⑤介護保険サービスについても調べておきましょう。

地域包括支援センターの 窓

市は、１０月２７日、第２回

自殺対策庁内連絡会議を

開催しました。この会議は、

市職員が自殺予防の意識

を持ち、日々の業務を遂行

することが大切であること

から、庁内の関係部署が情

報や考え方を共有し、連携していくために開催しているもの

です。

今回は、「朝来市の自殺対策を考える」をテーマに、まず、自

殺したいと打ち明けられたときの対応について、但馬病院・臨

床心理士の大橋春花さんの講義を受けました。そして各課が
お お は しは る か

普段の業務のなかで自殺対策に結びついていることはどんな

ことがあるか、また、今後どんなことができるか、これから必要

なことは何か、といったことについて検討しました。

今までの業務を大きく変えることなく、「気づき」の視点を

入れることで、それが自殺対策になるという意識を持ち、日

ごろの業務にあたることが大切であることを確認しました。

自殺対策として市役所全体で今後、考えていく必要のあ

る事項について、以下のような意見が出ました。

①さまざまな相談窓口を把握し、その周知を強化する

②適切な相談窓口へつなぐ

③つながり・連携を大事にする

④市役所だけでなく、地域や関係機関・組織等との連携を広げる

⑤職員の相談の受け方のスキルアップ

今後も継続して自殺対策庁内連絡会議を行い、誰もが自殺

に追い込まれることのない朝来市を目ざし、取り組んでいきます。

◆内容 講話「骨を元気にする食生活」、調理実習

◆日時 平成２８年１月１４日（木）午前１０時～午後１時

◆会場 和田山公民館（玉置）

◆定員 ３０人

申込み・問い合わせは地域医療・健康課まで

秋から冬にかけて、空気が乾燥し、また暖房器具の使用

で室内も乾燥しやすくなります。

お口の中が乾燥状態に長くさらされ、唾液の量が減少する

と、体内にウイルスが入りやすく、風邪やインフルエンザにかか

りやすくなります。唾液には口の中の潤いを保つだけでなく、

「抗菌」「粘膜保護」など免疫を高めてくれる役割があります。

つまり口呼吸を避け、鼻呼吸でお口の乾燥を防ぎ、日ごろ

から唾液の分泌量を増やすことが風邪予防に直結します。

【唾液を増やす方法】

◎食事の際はよくかむこと（ひとくち３０回目標）

◎舌体操（舌を上下左右に動かす、口唇の内側をなめるよ

うに回すなど）をする

◎マッサージで唾液腺を刺激する（※下記参照）

◎ガムをかむ（キシリトール入り）など

またお口の乾燥は、むし歯や歯周病にもかかりやすくなり

ます。歯垢（プラーク）を取り除き、お口の中を清潔にしておく
しこう

ことも重要です。

《唾液腺マッサージ》

①耳下腺マッサージ…ほほに指をそろえて
じ か せ ん

当て、後ろから前へ円を描くようにする。

②顎下腺マッサージ…あごの内側を耳の下
が く か せ ん

からあごの先に向かって指先で押していく。

③舌下腺マッサージ…両方の親指をそろえ
ぜ っ か せ ん

てあごの下に当て、ゆっくりと押し上げる。

つながる・支える・いのちとこころ支え合いは声かけから（健康あさご２１）

第２回朝来市役所自殺対策庁内連絡会議を開催しました

栄養講座（骨粗しょう症予防）参加者募集

※乳幼児健診については、いずれも該当児に個別通知します。

場 所内 容
曜
日

日月

和田山保健センター８か月児健診木１７月
１２

和田山保健センター１歳６か月児健診木７
１
月 和田山保健センター３歳児健診金８

和田山公民館骨いきいき教室（栄養講座）木１４

健健健康康カレカレンンダーダー
１１２／１６～１／１１２／１６～１／１５５

唾液の力で風邪予防

認知症は、誰でもかかる可能性がある病気です。早く気づいて、軽いうちに対処することが大切です。対処方

法には次のものがありますが、認知症状が進むと対処方法も違ってきます。認知症相談センターにご相談ください。

認知症相談センターは朝来市地域包括支援センターまたは生野地域包括支援センターに設置しています。

※予防の方法や接し方については、認知症サポーター講座で学んでいただくことができます。地域包括支援センターにお尋ねください。

朝来市地域包括支援センター（高年福祉課内）☎６７２－６１２５
生野地域包括支援センター（生野保健センター内）☎６７０－５２０２

朝来市の認知症相談センターは…

広報朝朝朝来来来
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■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

■ＨＩＶとは

「ＨＩＶ」はウイルス名の略語で、「ヒト免疫不全ウイルス」

と言います。

このウイルスに感染すると、数年から１０年ほどの時間をか

け徐 に々ヒトの免疫力を破壊し、通常はかからない病気や感

染症にかかりやすくなります。

免疫力が低下しさまざまな病気にかかったり、症状が出た

りするようになった時点で、「エイズ：ＡＩＤＳ」と診断されま

すが、ＨＩＶに感染した後、エイズを発症するまでの間は自

覚症状がありません。

■２０歳代の新規ＨＩＶ感染者が過去最多に

平成２６年（２０１４）の国内の新規ＨＩＶ感染者、ＨＩＶ

の感染に気付かずエイズを発症した新規患者ともに横ばい

の状態でしたが、２０歳代の新規ＨＩＶ感染者は過去最多

でした。

感染しても自覚症状がない期間がしばらく続くため、感染

の確認ができるのはＨＩＶ検査だけです。早期に発見し、

適切な治療を継続することで、エイズの発症を防ぎ普段ど

おりの生活を送ることができます。

■保健所で無料・匿名でＨＩＶ検査（エイズ検査）を実施中

【日時】 毎月第１・３木曜日

午後１時３０分～３時３０分（要予約）

【場所】 県朝来健康福祉事務所（朝来保健所・東谷）

【内容】 ＨＩＶ抗体検査

※採血後３０分程で結果をお知らせします。

【予約・問い合わせ先】

県朝来健康福祉事務所地域保健課 ☎６７２－０５５５

今年３月１７日以降に発行した健康づくり実践手帳をお

持ちの皆さんは、たまったポイントを、市内の保育所（園）、こ

ども園、幼稚園、小・中学校に図書カードとして寄附すること

や、市内運動施設利用助成券・温泉施設利用助成券・市

指定ごみ袋に交換することができます。

寄附・交換ともに申請期限がありますので、各期限までに

実践手帳の裏表紙の交換・寄附申請書にご記入いただき

実践手帳と一緒に提出してください。

※詳しくは、手帳交付時にお渡ししましたチラシをご覧いた

だくか、地域医療・健康課までお問い合わせください。

◆寄附申請期限 平成２８年１月５日（火）（必着）

◆交換品申請期限 平成２８年３月３１日（木）（必着）

◆申請窓口 市役所本庁・各支所地域振興課

和田山保健センター（地域医療・健康課）

脱水は、暑い夏だけのものではありません。冬季は空気が

乾燥し、また感染症による下痢やおう吐で体内の水分が不

足するなど、冬場にも脱水が起こりやすいのです。

【脱水症状のサイン】

△身体のだるさを感じる △口の中が粘つく

△食欲の低下 △めまいや立ちくらみ

朝来市ではホームページに、食と栄養に関する情報を随時

掲載していきます。ぜひご覧ください。

朝来市ホームページ http://www.city.asago.hyogo.jp/

平成２５年３月３１日までに、市の助成で、「ヒトパピローマ

ウイルスワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン」の

いずれかを接種し、接種後に何らかの症状が生じ、医療機

関を受診した人は、接種との関連性が認定されると、医療

費・医療手当が支給される場合があります。

お心当たりのある場合は、具体的な請求方法等について、

次の相談窓口まで、すぐにお問い合わせください。

【相談窓口】

独立行政法人医薬品医療機器総合機構

救済制度相談窓口

☎０１２０－１４９－９３１（フリーダイヤル・通話料無料）

受付時間 月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

午前９時から午後５時まで

※フリーダイヤルが利用できない場合は

☎０３－３５０６－９４１１（有料）まで

平平成２７年１２月平成２７年１２月号号21

冬場の脱水に気をつけよう

健康づくりポイント事業寄附・交換品申請はお早めに

ＨＩＶ検査は無料・匿名で受けることができます

１２月１日は『世界エイズデー』

エイズのまん延を防止し、患者・感染者に

対する差別・偏見をなくすために、１２月１日

を中心に世界各国でエイズに関する啓発活

動が行われています。

脱水予防のポイント
○水分補給は早めに・こまめに
のどの渇きを感じる前に水分をとることが大切です。
また、一度に多量の水分をとると尿として出てしまうため、

コップ１杯程度の水分をこまめにとるようにしましょう。起床
時、食事の時間、食事と食事の間、就寝前など生活リズムに
合わせ、水分補給をする習慣をつけるとよいでしょう。
○水分の内容に注意を
緑茶やコーヒー、紅茶には多量のカフェインが含まれてお

り、カフェインの利尿作用によって体内の水分を排せつして
しまうため、注意が必要です。また、アルコールも利尿作用が
あり、脱水に陥りやすくなります。多量に糖分を含む清涼飲
料水も水分補給には適しません。
白湯や常温の水を飲むようにしましょう。特に白湯は体を
内側から温めながら、水分補給ができるので冬場におすす
めです。白湯や水を飲み慣れていない場合は、カフェインの
少ないお茶（麦茶、ほうじ茶）でもよいでしょう。
○食事は１日３食バランスよく
体は食事からも水分をとっています。１日３食バランスを
意識した食事を心がけましょう。
１日１杯の汁物や、ほうれん草・小松菜などのミネラル
豊富な野菜も積極的に取り入れましょう。

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン

接種後の健康被害救済制度について
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広報朝朝朝来来来

和田山地区地域自治協議会は、１１月１４日、防災センターで「自転車安全教室」を開

催しました。

これは、和田山地区内の子どもや高齢者の皆さんを対象に、改正された自転車ルー

ルなどを学んでもらおうと開いたものです。

当日は、約５０人が参加。朝来警察署の警察官から、道路交通法の改正で自転車を

運転する際のルールが強化されたことや、県内で自転車保険への加入が義務化され

たことなどの説明がありました。また、自転車シミュレーターを使っての路上運転体験

が行われ、注意点などの指導を受けながら参加した皆さんは取り組んでいました。

自転車安全教室を開催 和田山地区地域自治協議会

姫路市在住の作家・泉りょうさんが、幕末の生野を舞台にした小説「みくまりの山～生野の変龍
いずみ

野屋遺聞～」を出版しました。（写真）

物語は、幕末の生野が舞台。生野の変による動乱した状況が、主人公「貴以（きい）」を通じて、鉱山

の様子などの時代背景とともに描写されています。

泉さんは、昭和５５年、母校である龍谷大学の図書館で「生野銀山と生野代官」という本に触れ、そ
りゅうこく

れから生野の歴史に興味を持ち、さまざまな人たちの協力のもと、小説を書き上げました。出版に際

し、「生野の古文書を元に書いた話ですので、朝来市の皆さんにぜひ知っていただきたい」と話します。

Ｂ６判、２００ページで、価格は１,０８０円。主な書店で購入することができます。

「みくまりの山 ～生野の変 龍野屋遺聞～」を出版
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№７３ インターネット契約の電話勧誘に注意！暮らしの情報コーナー

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

光回線やプロバイダなどインターネット契約の電話勧誘に関する相談が急増しています。大手電話会社と紛ら

わしい名乗り方をし、詳しい説明をせずに電話だけで現在の契約を変更させる手法です。プロバイダのみの変更

の場合や電話会社の光回線を転用して別会社のサービスに乗り換える「光卸（ひかりおろし）」など、契約内容はさ

まざまですが、多くの場合、以前のプロバイダへの解約料が発生します。また、光卸では電話会社との契約が一

旦解約となるため、電話会社と再契約するには電話番号が変わる、工事費や光卸会社への解約料がかかるなど、

思わぬ不利益が生じる場合があります。事例のケースでは粘り強い交渉の結果、勧誘業者に一部の費用を負担し

てもらい数か月かかって電話番号を変えずに元の契約に戻すことができました。インターネット関連の契約は現

行の法律ではクーリングオフができません。電話だけで安易に承諾することは、トラブルのたねとなり危険です。

※子ども＝１５歳以下 高齢者＝６５歳以上
※累計は平成２７年の合計

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

４その他

５合計

１６累計

１０交通事故

救
急

２５一般負傷

８３急病

１３その他

１３１合計

１３０８累計

（１０月中）

皆さんに残念な報告ですが、私は、１２月で国際交流員としての

役目を終えて、朝来市役所から卒業し、フランスへ帰国することに

しました。

朝来市で国際交流員として約２年半過ごすことができ、とてもう

れしく思っています。

いま、最後の任務として、フランス語版と英語版のパンフレットの

制作を進めています。外国人の見地から、どうやって朝来市をＰＲ

するかを考えて、パンフレットを作ってきました。制作にあたって、

竹田城跡や生野銀山をはじめ、朝来市のいろいろな観光スポット

などに撮影にでかけ、さまざまなところを見て、さまざまな人たちと

触れ合うことができ、すごくうれしかったです。

国際交流員を退職しても、朝来市のことを決して忘れません。こ

の２年半の期間、いつもこのコーナーを読んでいただき、また、多く

の皆さんから声をかけていただき、時には一緒に遊んでいただくこ

ともありました。言葉でしかお伝えすることができず、とても残念な

のですが、あらためて心から応援していただいたことに、感謝申し

上げます。

皆さん、本当にありがとうございました。そしてよいお年を！

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）

vol.27最後の作業！

ࣄࣄࣄ
ྫྫྫ

大手電話会社を名乗り「インターネットの光回線料金が安くなる」と電話があった。指示通りスマートフォ

ンで電話会社のホームページを開き、表示された番号を伝えた。その後、不安になって電話会社に問い合

わせると「電話会社との契約は解約になっている。元に戻すには工事費がかかり、電話番号も変更にな

る」と言われた。 （５０歳代、女性）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１２忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

３事 務 所 あ ら し１６車 上 ね ら い

１出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

９詐 欺

そ
の
他

１８部 品 ね ら い

３傷 害３２器 物 損 壊

２暴 行０自 動 車 盗

１９万 引 き０オートバイ盗

（１０月末累計）１２自 転 車 盗

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

８４８人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

３０子ども

傷
者

２８３高齢者

８６６その他

１１７９合計

９２１８２物損事故

１５１自転車関連事故

（１０月中）

つ

▼

月

１１
・

日

２８

２９

の
両
日
に

わ
た
り
開

催
さ
れ
た
、

東
河
地
区
文
化
祭
で
、１１

月
号
で
特
集
し
た「
壱
岐

（
い
き
）と
の
交
流
」の
紙
面

を
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。▼
同
文
化
祭
で
は
、昨

年
か
ら
壱
岐
と
の
交
流
に
関

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、今

年
も
、壱
岐
を
代
表
す
る
民

芸
品
で
あ
る「
鬼
凧（
お
ん
だ

こ
）」や
、壱
岐
や
東
河
地
域

の
歴
史
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た

冊
子
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、交
流

の
様
子
を
伝
え
る
写
真
な
ど
、

数
多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。▼
広
報
の
紙
面
に
つ

い
て
も
、東
河
地
区
協
議
会

か
ら
、「
ぜ
ひ
展
示
し
た
い
」と

の
依
頼
を
受
け
作
成
し
た
も

の
で
、２
～
９
ペ
ー
ジ
の
４
面

を
Ａ
１
サ
イ
ズ
に
拡
大
し
た

も
の
を
提
供
し
、展
示
に
加

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。▼
広

報
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
、地
元
の
皆
さ
ん

に
掲
載
後
も
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
は
、と
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら

も
市
内
地
域
で
の
取
り
組
み

な
ど
、ど
ん
ど
ん
掲
載
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

情
報
の
提
供
・
提
案
な
ど
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 集

記後

編



朝秘広 ２７．１２．１３,５００

◆平成27年1２月号 ◇発行 朝来市 ◇編集 朝来市市長公室秘書広報課
◇〒669ー5292兵庫県朝来市和田山町東谷213番地1
◇TEL.079ー672ー3301（代表）◇FAX.079ー672ー4041
◇URLhttp://www.city.asago.hyogo.jp/
◇E‐mailinfo@city.asago.hyogo.jp 広報朝来朝来 24

この広報紙は、自然環境を考えて、FSC認証紙、植物インキを使用しています。


